
竜王町道路ストックマネジメント計画策定支援業務 

特記仕様書 

 

第１章 総則 

 

１.１ 適用範囲 

本仕様書は、「竜王町道路ストックマネジメント計画策定支援業務」に適用するものであって、予め

本仕様書及び設計書の内容を熟知し、現地状況を十分把握した上で業務を実施するものとする。 

 

１.２ 目的 

本業務は、本町が管理する橋梁や道路舗装等の道路ストックの老朽化が進んでいる中、少子高齢化

や人口減少といった社会情勢の変化等を踏まえ、今後効率的かつ効果的な管理を行う必要があるため、

各施設の管理方針等を示した総合的な計画を策定するものである。 

 

１.３ 準拠基準等 

 本業務は、本仕様書および下記関係基準等に基づき実施するものとし、最新版を使用するものとす

る。 

 ・道路法 

 ・道路法施行令 

 ・道路法施行規則 

 ・橋梁修繕マニュアル（滋賀県） 

 ・滋賀県舗装補修修繕ガイドライン 

 ・道路橋点検必携 

 ・附属物点検必携 

 ・舗装点検必携 

 ・道路土工構造物点検必携 

 ・竜王町で策定した各種計画等 

・その他関係法定、規則等 

 

１.４ 配置技術者 

 本業務に従事する管理技術者、担当技術者及び照査技術者については、以下の資格を有する者を配

置しなければならないものとする。 

（１）管理技術者については、以下の資格を有するものとする。 

    ①技術士（建設部門または総合技術監理部門で「道路」又は「鋼構造及びコンクリート」）で 

道路施設に係る計画策定の実務経験を有する者 

（２）照査技術者については、以下の資格を有するものとする。 

   ①技術士（建設部門または総合技術監理部門で「道路」又は「鋼構造及びコンクリート」）を 

有する者 

 



 

 

 

１.５ 履行期間 

 本業務の履行期間は、契約締結日から令和10年３月24日までとする。 

 

 

第２章 業務内容 

 

２.１ 計画準備 

本業務の目的を十分理解し、合理的かつ正確に、本業務を実施するため、適切な各工程の検討を行い、

業務実施計画を作成し、発注者の承諾を得ることとする。 

 

２.２ 既存資料の収集・整理および現状分析 

   発注者より貸与された資料をもとに現況の整理および現状分析を以下に示す項目毎に行うものとする。 

   また、現状把握については、資料と現地での状況とが大きく変化がないことを確認するため、一定現地踏

査も行うこととし、現地踏査の方法については、AI 等を活用した新技術等を活用することも可能とする。 

① 道路ストックの現状把握（モノ）※別紙１参照 

② 管理体制の現状把握（ヒト） 

③ 管理費の現状把握（カネ） 

④ 情報管理の現状把握（情報） 

 

２.３ 道路ストック等の課題整理 

現地踏査や既存資料の収集・整理および現状分析を踏まえ、現状の維持管理との比較検証等をすること

で、モノ、ヒト、カネおよび情報の課題を整理する。  

 

２.４ 基本方針の検討 

  前条までにおいて整理された現状課題について、既存関連計画を踏まえて本町が目指す道路スト

ックマネジメントの基本方針を検討するものとする。 

 

２.５ 事業計画の検討 

  ２．３において整理された課題を基に、今後の管理費用の推計について試算を行うとともに、10

年間の管理方針、調査・点検、計画等の取り組みを整理する。 

  また、現状の道路管理システムについても同様に、今後のシステム更新等も含め検討を行う。 

 

２.６ 計画策定による効果検討 

  計画的な維持管理を行う事で期待される効果について計画性・効率性・持続性・財政面の視点か

ら検討を行うものとする。 

 

２.７ 管理方針の設定 

   対象施設毎に整理し、既存計画も含めた中で道路種別によって差別化することや、本町の他課（上下水

道課等）の工事計画も含め、管理水準・点検方針・管理方法等の計画を設定するものとする。 



 

 

 

   道路に関する既存計画 

・竜王町橋梁長寿命化修繕計画 

   ・幹線規模町道における舗装修繕計画 

    ・竜王町道路舗装修繕計画（分類 CD 路線） 

・竜王町道路付属物修繕計画 

 

２.８ 計画のとりまとめ 

   前条までにおいて、検討された結果をもとに道路ストックマネジメント計画として取りまとめるものとする。 

   また、道路ストックマネジメント計画と関係する、今後の町内道路の新設整備についても方向性を示す。 

 

２.９ 学識経験者の意見聴取 

   計画策定に関しての助言を受けるために発注者が選定した学識経験者から意見聴取を行うものとする。

意見聴取は 2 回を想定しており、時期等については監督職員と協議により決定するものとする。なお、助言

を求める学識経験者については発注者より依頼を行うものとし謝礼金は本業務に含むものとする。 

 

２.10 報告書作成 

   本業務の成果をとりまとめて整理し、報告書を作成するものとする。 

 

２.11 打合せ協議 

打合せ協議は、着手時、中間時２回、成果品納入時とする。また、受託者は打合せ後、速やかに打合せ

記録簿を作成し、相互に確認を行うものとする。なお、監督職員と協議の上、Web 会議等を利用することもで

きるものとし、軽微な内容確認や意思疎通等には積極的に活用を行うものとする。 

 

２.12 成果品 

   本業務の成果品としては、下記のとおりとする。 

     ・報告書 A4 ファイル                     2 部 

     ・電子媒体                            2 部 

     ・その他監督職員の指示した資料                 1 式 

 

２.13 貸与資料 

   発注者は、以下の資料を受注者に貸与する。 

・道路台帳 

・各施設台帳 

・施設点検結果資料 

・過去の管理費に関する資料 

・その他必要な資料 

 

 

 



 

 

 

 

別紙１ 

  

 対象施設一覧表 

対象施設 数量 台帳の有無 点検記録の有無 備考 

橋梁 126 橋 有 有（令和６年度）  

道路舗装 117Km 有 有（令和２年度） 認定町道の延長 

道路法面・擁壁 22 箇所 無 
一部有（平成 25 年度、

平成８年度） 

山之上岡屋線他 

 

道路標識 144 本 有 有（単柱：平成 30 年度） 
案内標識（大型）15 本 

警戒標識等（単柱）129 本 

防護柵 - 無 無  

路面標示 - 無 無  

街路樹 274 有 無  

※数量は各時点の数量のため、現在数量に変更がある可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

参考資料（写真） 

 

 ・橋梁台帳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路台帳 



 

 

 

 

 ・舗装点検結果 

 

 

 

・標識台帳、点検結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

・街路樹台帳 

 


